
楽曲解説 

バレエ組曲『ロメオとジュリエット』 作曲 セルゲイ・プロコフィエフ 

 

 『ロメオとジュリエット』作品６４は、イギリスの劇作家シェイクスピアによる悲劇『ロメオとジュリ

エット』に基づいてプロコフィエフ（1891－1953）が 1935年に完成させた全 4幕のバレエ音楽である。 

 バレエは当初、バレエ学校創立 200年祭のために作曲されたが、「曲に合わせる振り付けが難しい」等の

酷評をうけ、上演の機会を失った。 

 そこで、バレエとしての初演の見通しがないまま、プロコフィエフは、演奏会用に第 1 組曲を 1936 年

にモスクワで、第 2組曲を 1937年にレニングラードでそれぞれ発表した。 

 バレエとしての初演は、チェコのブルノ劇場で 1938年に行われ、大成功をおさめた。 

 なお、第 3組曲は、それから遅れて 1946年に完成させた。 

 今回取り上げるのは、その 3 つの組曲から９曲を抜粋し、ストーリー順に並べ替えたものである。とは

いえ、プロコフィエフは組曲を作るに当たって、全曲版の該当する曲を、そのまま採用したのではなく、

「演奏会用」として効果的な曲となるよう、冒頭、途中、結尾等に他の場面の曲を引用するなどしている。 

 では、今回演奏する曲を、あらすじとともに解説しよう！ 

舞台は、14世紀のイタリアの都市ヴェローナ。そこでは、モンタギュー家とキャピュレット家が長年に

わたって、抗争を繰り広げていた。 

第 1幕 

（１）第１曲「噴水の前のロメオ」（第３組曲第１曲） 

モンタギュー家の一人息子のロメオが、恋の病に苦悩する様子で歩いている。ロメオは、

街一番の麗人・・・と、ロメオだけが思っている・・・ロザラインという女性に片想いを

しているのである。 

（２）第２曲「少女ジュリエット」（第２組曲第２曲） 

もう一方のキャピュレット家には、ジュリエットという娘がいる。ジュリエットの部屋

に母親が現れ、「そろそろ結婚してはどうか。」と聞いている。なお、この曲は、もうすぐ

１４才のジュリエットの天真爛漫な様子を瑞々しい曲調で描写している。中間部は一転し

て、結婚を提案されて苦悩している様子を表現している。 

（３）第３曲「メヌエット」（第１組曲第４曲） 

キャピュレット家では舞踏会が開かれることになり、客人が集まってきている。 

（４）第４曲「仮面」（第１組曲第５曲） 

恋に悩めるロメオは、親友のマーキュシオとベンヴォーリオに誘われて、キャピュレッ

ト家の舞踏会に忍びこむことにした。彼らは、自分たちが、敵対するモンタギュー家の者

とばれないように仮面を被っている。なお、このシーンは 3 人の若者がキャピュレット家

に向かう道すがらワクワクする気持ちで踊る場面であり、映画「ウエストサイド物語」の

ポスターで有名な、「Y字バランス」的なシーンを連想させる（ただ、映画で当該シーンを

踊るのは、シャーク団（キャピュレット家側）の面々である）。 



（５）第５曲「モンタギュー家とキャピュレット家」（第２組曲第１曲） 

舞踏会にはヴェローナでも評判の美人という美人がみな集い、騎士たちと踊りを繰り広

げている。そこへ、ジュリエットが登場する。ロザラインもかすんでしまうような瑞々し

い美しさのジュリエットに、ロメオは一目惚れをする。 

（６）第６曲「ロメオとジュリエット」（第１組曲第６曲） 

舞踏会が終わると、ロメオはキャピュレット家の庭に忍び込み、ジュリエットの部屋の

バルコニーの下にたどり着いた。ジュリエットもロメオのことが忘れられず、ふたりは、

思いのたけを打ち明け、愛を誓い合う。なお、この部分は、原作の「ああ、ロミオ、ロミ

オ、どうしてあなたはロミオなの(>_<)」で有名な『バルコニーシーン』である。 

（６）ジュリエットは何度も乳母に呼ばれたので、ロメオに「明日目覚めたら、使いを出すので、

いつどこで結婚式を挙げるのか返事をしてほしい」と言って、部屋に戻った。 

第２幕 

（１）ロメオが僧ローレンスの元を訪ね、ジュリエットと結婚したいと打ち明ける。僧は、ロメオ

の心変わりの速さに「若い者は、心でなく、目で恋をするものだ」と嘆くが、この結婚が両家

の和解につながるものだとして、若い二人に協力することにした（秘密の結婚）。 

（２）街ではマーキュシオとベンヴォーリオが、ジュリエットの従兄弟タイボルトと出くわす。一

触即発となったところへロメオが登場する。タイボルトはロメオに対して挑発を繰り返すが、

ロメオは、ジュリエットと秘密の結婚をしているため、必死に気持ちを鎮めていた。 

（３）第７曲「タイボルトの死」（第１組曲第７曲） 

しかし、マーキュシオがそのような挑発にたまりかねて剣を抜いてしまう。そして、タ

イボルトとの斬り合いとなり、やがて、タイボルトの剣がマーキュシオに刺さり、マーキ

ュシオは息絶えてしまう。 

これに憤慨したロメオは、我を忘れてタイボルトと決闘する。すると、今度はロメオの

剣がタイボルトに刺さる。この場面をプロコフィエフは１５発の恐怖感溢れる和音の連打

で表現している。また、これに続く音楽では、両家に起きた壮絶な悲劇への嘆きと復讐へ

の決意を表現している。 

第３幕 

（１）ヴェローナ大公により、ロメオの永久追放が言い渡されるが、ロメオはローレンス僧の元に

身を寄せる。 

（２）一方、ジュリエットも、従兄弟の死と、彼を死なせたのがロメオであることに苦悩する。 

（３）第８曲「別れの前のロメオとジュリエット」（第２組曲第５曲） 

そこで、ローレンス僧は、ロメオに対して、頃合いを見計らって二人を結婚させることを

計画すると告げ、しばし、ジュリエットとの別れの時を持たせた。そして、ロメオはマント

ヴァに向けて旅立った。 

（４）そんな中、キャピュレット家では、ジュリエットを、パリス伯爵と結婚させるための準備を

進めている。当然、ジュリエットは全力で拒否である。 



（５）ジュリエットがローレンス僧に相談に行くと、なんと、魔法のような計画が持ち上がる。そ

れは、『42時間仮死状態になる薬を飲み、周囲が死んだと思い込んで埋葬され、ちょうど目覚

めた頃にロメオが到着し、駆け落ちする！』というものであった。 

（余談：この時点で駆け落ちしておけば、これから起きる悲劇は防げたんじゃ、あぁりませんか？

と、ツッ込んではいけません。） 

（６）ジュリエットは、計画を信じて、パリス伯爵の結婚を承諾することにした。結婚式の前夜、

「これでロメオと一緒になれる！」と、期待に胸をふくらませながら、薬を飲む。 

（７）翌朝、ジュリエットは、計画どおりに「遺体」として発見される。 

第４幕 

（１）マントヴァにいるロメオに「ジュリエットが死んだ」ことが告げられる。 

（２）ロメオは取るものもとりあえず、ヴェローナに戻り、ジュリエットの墓の前で茫然とする。

そうです！ロメオには、手紙配達の手違いにより、ローレンス僧の計画が知らされていなかっ

たのである。 

（３）ジュリエットが本当に死んでいると勘違いしたロメオは、生きる意味の喪失感から、ジュリ

エットの元へ行くために、自殺を図り、息絶える。 

（４）最終曲「ジュリエットの死」（第３組曲第６曲） 

仮死状態から目覚めたジュリエットだが、彼女は、死体となっているロメオを発見する。

ロメオに自殺をさせてしまったことを悔やみ、自ら、ロメオの剣で命を絶ってしまう。 

そこへ、両家が登場する。事のすべてをローレンス僧から聞くと、「皆、罪を受けたのだ」

というヴェローナ大公の言葉に、両家は、やっと和解する。 

この和解が、若い二人を浄化させる。プロコフィエフは、このバレエを「ハ長調」の和

音で静かに終わらせることで、「悲劇からの浄化」を表現しているのである。 

 

映画『サウンド・オブ・ミュージック』組曲 

  作詞 オスカー・ハンマーシュタインⅡ 

  作曲 リチャード・ロジャース 

 映画『サウンド・オブ・ミュージック（The Sound of Music）』は、1965年に公開されたロバート・ワ

イズ監督、ジュリー・アンドリュース主演のミュージカル映画である。余談であるが、「ロメオとジュリエ

ット」のアメリカ版とも言うべき映画「ウエストサイド物語」と本作品の２作品において、ロバート・ワ

イズ監督はアカデミー賞監督賞を受賞している。 

『サウンド・オブ・ミュージック』は、主人公であるマリア・フォン・トラップという実在する人物が

自伝として記した「トラップ・ファミリー合唱団物語」（1949年）を原作として制作された映画「菩提樹」

（1956年西ドイツ）を参考にして制作されたミュージカル「サウンド・オブ・ミュージック」（1959年ブ

ロードウェイ）に脚色を加え（曲順・演出の変更や曲の追加等を含め）て、オーストリア国のザルツブル

クでロケを敢行して映画化された。したがって、人物名や家族構成、設定などが実在とは少し違っている

うえ、トラップ・ファミリーは聖歌隊であるため、ドレミの歌なんぞ歌っていない！が、娯楽映画として



絶大な人気を誇っており、ミュージカルや映画のために作曲された数々の楽曲は、日本では誰もが知る名

曲となっている。なお、筆者がオーストリアに滞在したとき、「ドレミの歌」に登場するミラベル宮殿で大

はしゃぎして、その最終シーンが撮影された階段で「ソ、ドッ！」などと無邪気にしていたら、「あれは、

“アメリカの”映画だから、見る気がしないよ」とオーストリア人は言った。現地では、そんな評判なの

である。 

 今回取り上げるのは、その珠玉の名曲のなかから１７曲をピックアップし、それらをストーリー順に演

奏する。 

 では、今回演奏する曲を、あらすじとともに解説しよう！ 

舞台は、1930年代のオーストリア国ザルツブルク。 

主人公のマリアは、修道女見習いである。 

（１）第１曲「プレリュードとサウンド・オブ・ミュージック」（マリア、管弦楽） 

マリアは、今日も修道院を抜け出し、緑いっぱいの丘で、風を感じながら、音楽の調べの心地よ

さを歌うが、鐘の音でふと我に返り、あわてて修道院に引き返す。 

（２）第２曲「序曲」（管弦楽） 

この曲は、オープニングクレジット（題名や主な出演者の紹介）の BGMである。 

（３）第３曲「グレゴリオ聖歌」（女声合唱） 

第４曲「朝の賛美歌」（女声合唱） 

第５曲「アレルヤ」（女声合唱） 

修道院では、朝のおつとめの最中。 

（４）第６曲「マリア」（女声合唱、管弦楽） 

マリアに対して修道女たちが「a problem like Maria」と、そのお転婆ぶりに手を焼いてはいるも

のの、「食事以外は遅刻する」けれど「天使のようだ」などと、可愛がられてもいる。 

そこへマリアが遅刻をしてくる。 

（５）修道院長はマリアに、家庭教師をすることを勧める。母親を亡くした７人の子供のいる家庭に、し

かも住み込みで！ 

（６）マリアは、修道院長の勧めのとおり、トラップ家に向かう。 

（７）マリアがトラップ家につくと、想像とはかけ離れた世界であった。子供たちの集合には「笛」が使

われ、自分（トラップ大佐）のことを「キャプテン！」と呼ばせるなど、まるで、軍隊のようだ。 

（８）第７曲「もうすぐ１７才」（管弦楽） 

長女のリーズルは、ロルフという電報配達人に想いを寄せている。食事を抜け出して、電報を届

けに来たロルフと庭でお互いの想いを語り合う。 

（９）第８曲「私のお気に入り」（マリア、児童合唱、混声合唱、管弦楽） 

夜、雷鳴が轟くと、マリアの部屋には、「こわいのぉ(>_<)」という小さな女の子や、建前で「先

生が心配で(^^;)」という男の子など、子供たちみんなが集まってくる。そこでマリアは「悲しいと

きや辛いときは楽しいことを考えましょう！」と自分のお気に入りについて歌う。 

（10）子供たちと完全に打ち解けたマリアは、彼らの軍服のような服装を憂い、カーテンで遊び着を作成



して、ピクニックに出かけた。母親が亡くなって以来、家から音楽が消え、子供たちも歌い方がわか

らないということを知ったマリアは、ギターを手に子供たちに歌のいろはを教えることにした。 

（11）第９曲「ドレミの歌」（マリア、児童合唱、混声合唱、管弦楽） 

   第１０曲「ドレミ・アンコール」（マリア、児童合唱、混声合唱、管弦楽） 

言わずと知れた名曲！解説は要りませんね(^o^)  

（12）出張先のウィーンから大佐が戻ってきたときに目にしたのは、カーテンで作った遊び着をまとい、

はしゃぐ子供たちだった。「由緒あるトラップ家の子供たちに恥ずかしい格好をさせるな！」と大佐は

“おかんむり”。「もう少し、子供に目を向けて優しく接してほしい。子供たちはそう願っている」と

訴えるマリアだが、当然、大佐の怒りをかい、「荷物をまとめて修道院に帰れ！」と言われてしまう。

そこに子供たちの天使のような歌声が聞こえてくる。 

（13）第１１曲「サウンド・オブ・ミュージック」（大佐、児童合唱、管弦楽） 

大佐が「婚約者」としてウィーンから連れてきたエルザの歓迎のために、子供たちが歌う。その

歌声に引き込まれた大佐が、途中から歌に加わる。その大佐の歌声に子供たちがハーモニーで合わ

せるシーンは、音楽好きな方なら誰しも涙腺が緩んでしまうほどの感動を与えてくれる。 

（14）歌い終わると子供たちは、あまりのうれしさに大佐に飛びつく。大佐も、子供たちの嬉しそうな表

情に心が動き、マリアに対して、先ほどの暴言を詫び、トラップ家に残るようにお願いする。 

さぁ、客人への歓迎のセレモニーのはじまりだ！ 

（15）第１２曲「ひとりぼっちの羊飼い」（マリア、児童合唱、混声合唱、管弦楽） 

マリアと子供たちで披露する人形劇。ちょっと前まで歌い方も知らない子供たちとは思えない、

楽しい歌の人形劇で、これを見た大佐の友人が、「トラップ・ファミリー」として音楽祭に出演する

ことを勧める。余談であるが、邦題は「羊飼い」となっているが原題は“Goatherd”、つまり「山

羊（やぎ）飼い」である。 

（16）続いてマリアに促されて、大佐がギター片手にエーデルワイスを歌う。その歌声に聞き惚れたマリ

アは、大佐に対して恋心を抱きはじめていた。 

（17）トラップ邸で婚約披露の舞踏会が開催される。マリアがテラスで子供たちと「舞踏会ごっこ」をし

ていると、そこに大佐が現れる。曲がレントラーに変わると大佐は「一緒に踊ってくれますか」とマ

リアを誘う。二人はしばらく踊っているが目が合った瞬間「もうこれ以上は忘れました」とマリアは

踊りを止めてしまう。３女のブリギッタから「マリア先生、お顔が真っ赤！」とのツッコミが入るほ

ど、二人は恋仲に落ちたのである。参考までに、レントラーとは、オーストリアのチロル地方やドイ

ツのバイエルン地方で踊られていた農民舞踊に優雅さを加えて発展させた、ゆったりとした３拍子の

舞曲の形式で、さらに都会っぽく洗練させて発展したものが「美しく青きドナウ」に代表されるウィ

ンナワルツである。 

（18）大佐への恋心を自覚し、神に仕える身としては、もうトラップ家に身を置くことが出来ないと考え

たマリアは修道院に戻る。修道院長は「愛を注げる夢を見つけるまで自分の道を歩きなさい」と激励

する。ここで歌われるのが、本日は最終曲として演奏される「すべての山に登れ」である。 

（19）第１３曲「何かよいこと」（管弦楽） 



マリアが戻ってくると、大佐はエルザに婚約を解消すると告げ、マリアのいる庭のパヴィリオン

（西洋風あずまや）に向かい、そこで二人は愛の告白をする。 

（20）第１４曲「行列聖歌」（女声合唱、管弦楽） 

マリアと大佐の結婚式が執り行われる。 

（21）新婚旅行から帰ってくると、大佐のもとに、ドイツ軍人としての出頭命令が届く。ドイツとの併合

に断固反対の立場をとる大佐は、亡命を決意する。 

（22）一家が亡命のため家を出ると、そこには、大佐を出頭先に護送するための車が待っていた。大佐は

即座に「音楽祭に出るんです」と言って、護送を音楽祭終了まで延期してもらい、会場に向かった。

会場では親衛隊の厳重な警備の中、コンクールが始まった。 

（23）第１５曲「エーデルワイス」（大佐、児童合唱、混声合唱、管弦楽） 

エーデルワイスは、ヨーロッパアルプスを生育地とするその名の通り「気高く白い」オーストリ

アを象徴する花。その花に「祖国よ永遠なれ」との想いを込めた歌である。ドイツ併合を憂いでい

る観客たちが、祖国への想いから歌唱に加わり、会場全体での合唱となる。観客が全員で歌うこと

から、オーストリアの“第３の国歌”又は“民謡”のように勘違いされるが、ミュージカル用に作

曲された曲で、オーストリアでの知名度は日本ほど高くない。なお、第２の国歌として認識されて

いるのが「美しく青きドナウ」であることはご存知のとおり。 

（24）第１６曲「さよなら、ごきげんよう」（児童合唱、混声合唱、管弦楽） 

コンクールでの歌唱としてとりあげたため、この部分での演奏としているが、この曲が初めて登

場するのは上記（１７）の舞踏会で、子供たちが寝室に引き上げる際に、ひとりひとりが招待客へ

の挨拶として歌った。 

（25）コンクールの賞が発表されている間にトラップ一家は、会場から抜け出す。そのことに気がついた

親衛隊が彼らを追う。一家が修道院に逃げ込むと、そこにも追っ手が迫っていた。国境の道路が閉鎖

され、行き場を失った一家が墓の裏に隠れているところを、突撃隊の一員となったロルフに見つかる。

大佐が「君も一緒に逃げよう」と誘うが、ロルフは「（トラップ大佐は、）ここにいます！」と上官に

知らせてしまう。この息詰まるシーンは、初めてこの映画を見たときに、子供ながらに怖くて、手で

顔を覆ったその指の隙間から画面を見ていた思い出が、誰しもあるのではないだろうか。 

（26）トラップ一家が逃げ出すと、親衛隊が車で追おうとする。しかし、その車のエンジンがかからない。

そのころ修道院長の部屋では、シスターたちが「罪を犯してしまいました。」と告白している。彼女た

ちの手には、取り外された車の部品が握られていた。 

（27）最終曲「すべての山に登れ」（全員） 

追っ手を逃れたトラップ一家は一晩中歩き続け、山を越え、スイスに亡命することに成功した。

小さい子供たちも徒歩で山越えする感動のラストシーンである。 

なお、実際のトラップ一家は、スイスではなくイタリアへの出国の後、フランス、イギリスを経てアメ

リカに渡り、そこで「トラップ・ファミリー合唱団」として活動することとなるが、『サウンド・オブ・ミ

ュージック』では、“オーストリアからの出国”に成功するまでを描いている。 

以 上 




